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高田好章 

 

日本企業の進出先の国々を見る 

 

・日本企業の世界進出マップ （８８年 → ９４年） 

    アジア：   現地法人数 ３７７０ → ６６３２  従業員数 ８０万 → １３８万 

    北米：    現地法人数 ２７６６ → ４０９１  従業員数 ３９万 → ６２万 

    ヨーロッパ： 現地法人数 １８０５ → ３４４７  従業員数  １２万 → ２６万 

・進むアジアと日本の分業体制 （９４年 → ９８年） 

 アジアと日本の分業体制    日本から主要部品供給、アジアで組立 ７９％ → ５５％ 

                日本で設計、部品は現地調達      ４１％ → ５９％ 

                現地で製品設計、部品調達       １２％ → ４２％ 

                アジアで部品生産、日本で組立     １０％ → １７％ 

 アジア域内の拠点間分業体制  アジアの複数拠点で工程分業      １８％ → ３２％ 

                アジアの複数拠点で製品差別化分業  １３％ → ４２％ 

                アジアの複数拠点を統廃合        ６％ → ２４％ 

・国別輸出入割合 中国圏がともに１位：  日本からの輸出 中国圏がアメリカを抜く（２００３年） 

・発展する中国沿海地域：珠江デルタ地域・ 広東省 ・広州 外資導入 世界の工場に 長江デルタに対抗 

  広州：「中国のデトロイト」に トヨタ、日産、ホンダ    アジアの工場で分業体制 

・広東省の人口と流動人口 

・松下の中国製造拠点  日立の中国拠点 

・世界の輸出の流れ 中間財貿易の拡大  中国向け輸出の財の流れ  台湾を軸とする分業体制 

・東南アジアと中国の賃金比較 アジア各国の給与水準 ASEAN と中国での製造原価比較 

・中国のインドシナ投資 

・中国への進出目的 

・中国からの物流、中国からの製品コスト ：しまむら 

・中東欧への進出、ポーランドへの進出状況 

・自動車用ガラスの生産 

・コンビニの海外展開 

 

○今週の「こんな生き方もある」： 漁師になった有名ブティック幹部社員 

 

○今週のビデオ：ＮＨＫ-ＢＳ「世界潮流２００６ シリーズ：激動する世界経済 巨竜と巨象が世界をのみ込む 

                   第２部 新たな世界秩序への胎動」 
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